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台湾における社会権保障の現状と問題点

北法63（5・69）1369

中
華
民
国
（
台
湾
）
憲
法　
（
一
九
四
六
年
一
二
月
二
五
日
制
定
・
一
九

四
七
年
公
布
、
同
年
一
二
月
二
五
日
施
行
）

第
二
章　

人
民
の
権
利
義
務

第
七
条　

中
華
民
国
の
人
民
は
、
男
女
、
宗
教
、
種
族
、
階
級
、
党
派
の

区
別
な
く
、
法
律
上
一
律
に
平
等
で
あ
る
。

第
一
五
条　

人
民
の
生
存
権
、
労
働
権
及
び
財
産
権
を
保
障
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
二
一
条　

人
民
は
、
国
民
教
育
を
受
け
る
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
。

第
十
三
章　

基
本
国
策

第
一
五
五
条　

国
家
は
、
社
会
福
祉
を
図
る
た
め
に
、
社
会
保
険
制
度
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
老
者
、
弱
者
、
身
体
障
害

者
、
生
活
無
能
力
者
及
び
非
常
災
害
を
受
け
た
人
民
に
対

し
て
、
国
家
は
、
適
当
な
扶
助
と
救
済
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
一
五
七
条　

国
家
は
、
民
族
の
健
康
を
増
進
さ
せ
る
た
め
に
、
普
く
衛

生
保
健
事
業
及
び
公
医
制
度
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

憲
法
増
補
条
文
〔
憲
法
增
修
條
文
〕（
第
七
回
憲
法
改
正
・
二
〇
〇
五
年

六
月
一
〇
日
）

第
一
〇
条

一
．
国
家
は
、
科
学
技
術
の
発
展
及
び
投
資
を
奨
励
し
、
産
業
の
段
階
的

　
　
　

参
考
条
文
（
台
湾
に
お
け
る
社
会
権
保
障
に
関
す
る
条
文
）

鄭　
　
　

明　

政　
訳
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発
展
を
促
進
し
、
農
漁
業
の
現
代
化
を
進
め
、
水
資
源
の
開
発
利
用

を
重
視
し
、
国
際
経
済
提
携
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
．
経
済
及
び
科
学
技
術
の
発
展
は
、
環
境
と
生
態
系
の
保
護
を
兼
ね
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
．
国
家
は
、
人
民
が
創
立
し
た
中
小
企
業
に
対
し
、
そ
の
生
存
及
び
発

展
を
扶
助
し
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
．
国
家
は
、
公
営
金
融
機
構
に
対
す
る
管
理
に
つ
い
て
、
企
業
化
経
営

の
原
則
に
則
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
管
理
、
人
事
、
予
算
、

決
算
及
び
監
査
は
、
法
律
に
よ
り
特
別
に
こ
れ
を
規
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

五
．
国
家
は
、
全
民
健
康
保
険
を
推
進
し
、
現
代
的
医
薬
並
び
に
伝
統
的

医
薬
の
研
究
開
発
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
．
国
家
は
、
女
性
の
人
格
尊
厳
を
擁
護
し
、
婦
女
の
人
身
の
安
全
を
保

障
し
、
性
に
よ
る
差
別
を
排
除
し
て
、
両
性
の
地
位
の
実
質
的
平
等

を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
．
国
家
は
、
心
身
障
害
者
の
保
険
と
医
療
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整

備
、
教
育
訓
練
及
び
就
業
指
導
、
生
活
保
護
と
救
助
に
つ
い
て
、
保

障
す
る
と
と
も
に
そ
の
自
立
と
発
展
を
扶
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
．
国
家
は
、
社
会
救
助
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
国
民
の
就
業
、
社
会
保
険

お
よ
び
医
療
保
険
な
ど
社
会
福
祉
業
務
を
重
視
し
、
社
会
救
助
と
国

民
の
就
業
問
題
な
ど
救
済
的
支
出
に
つ
い
て
は
優
先
的
に
編
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
．
国
家
は
、
軍
人
の
社
会
に
対
す
る
貢
献
を
尊
重
し
、
そ
の
退
役
後
の

就
学
、
就
業
、
医
療
、
療
養
に
対
し
保
障
を
行
う
。

一
〇
．
教
育
、
科
学
、
文
化
の
経
費
、
と
く
に
国
民
教
育
に
関
わ
る
予
算

は
優
先
的
に
編
成
し
、
憲
法
一
六
四
条
の
規
定
の
制
限
を
受
け
な

い
。

一
一
．
国
家
は
多
、
元
文
化
を
認
め
、
原
住
民
族
の
言
語
と
文
化
の
発
展

を
積
極
的
に
擁
護
す
る
。

一
二
．
国
家
は
、民
族
の
願
望
に
よ
り
、原
住
民
族
の
地
位
及
び
政
治
参
加

を
保
障
し
、
そ
の
教
育
、
文
化
、
交
通
、
水
利
、
衛
生
、
医
療
、

経
済
、
土
地
お
よ
び
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
保
障
と
扶
助
を
行
う

と
と
も
に
そ
の
発
展
を
促
進
し
、
そ
の
方
法
は
法
律
を
も
っ
て
こ

れ
を
定
め
る
。
澎
湖
、
金
門
お
よ
び
馬
祖
地
区
の
人
民
に
対
し
て

も
同
様
と
す
る
。

一
三
．
国
家
は
、
海
外
に
住
む
僑
胞
の
政
治
参
加
に
つ
い
て
保
障
す
る
。

社
会
救
助
法　
（
一
九
八
〇
年
六
月
一
四
日
公
布
、
二
〇
一
一
年
一
二
月

七
日
最
新
改
正
）

第
一
〇
条
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①�
低
所
得
家
庭
は
、
戸
籍
の
所
在
地
に
あ
る
直
轄
市
、
県
（
市
）
の
主
管

機
関
に
生
活
扶
助
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②�

直
轄
市
、
県
（
市
）
の
主
管
機
関
は
、
前
項
の
申
請
を
受
け
て
か
ら
五

日
以
内
に
係
員
を
派
遣
し
て
そ
の
家
庭
環
境
、
経
済
状
況
等
を
調
査
し

た
後
、
こ
れ
を
決
定
す
る
。
必
要
の
あ
る
と
き
は
、
郷
（
鎮
、
市
、
区
）

公
所
に
授
権
し
て
こ
れ
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
一
条

①�

生
活
扶
助
は
、現
金
給
付
を
原
則
と
す
る
。
但
し
、実
際
の
必
要
に
よ
っ

て
、
適
当
な
救
助
施
設
及
び
福
祉
施
設
、
又
は
そ
の
ほ
か
の
家
庭
に
委

託
し
て
、
こ
れ
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②�

前
項
の
現
金
給
付
に
つ
い
て
、
中
央
、
直
轄
市
主
管
機
関
は
、
収
入
に

応
じ
て
等
級
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
轄
市
主
管
機
関
は
、
そ
れ

を
中
央
主
管
機
関
に
報
告
し
審
査
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
二
条

①�

低
所
得
家
庭
の
構
成
員
は
、
以
下
の
規
定
の
一
に
合
致
す
る
と
き
は
、

主
管
機
関
は
、通
常
の
給
付
金
を
増
額
し
て
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

但
し
、
増
額
分
は
、
給
付
金
の
四
〇
％
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
、
満
六
五
歳
の
者
。

　

二
、
妊
娠
満
三
か
月
の
妊
婦
。

　

三
、
心
身
障
害
手
帳
を
持
ち
、
又
は
心
身
障
害
を
証
明
す
る
者
。

②
前
項
の
補
助
基
準
は
、
中
央
主
管
機
関
が
そ
れ
を
定
め
る
。

第
一
五
条

①�

直
轄
市
、
県
（
市
）
主
管
機
関
は
、
必
要
に
よ
っ
て
、
低
所
得
家
庭
及

び
中
低
所
得
家
庭
内
の
作
業
能
力
を
有
す
る
者
に
対
し
て
、就
業
指
導
、

技
術
訓
練
又
は
職
場
斡
旋
に
よ
る
救
済
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②�

直
轄
市
、
県
（
市
）
主
管
機
関
は
、
必
要
に
応
じ
て
低
所
得
家
庭
及
び

中
低
所
得
家
庭
の
起
業
指
導
、
起
業
ロ
ー
ン
の
利
息
補
助
、
就
職
活
動

の
交
通
費
補
助
、
就
職
活
動
又
は
職
業
訓
練
期
間
内
の
託
児
、
昼
時
間

帯
の
ケ
ア
ー
手
当
等
の
就
業
サ
ー
ビ
ス
と
補
助
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

③�

第
一
項
の
サ
ー
ビ
ス
措
置
に
参
加
す
る
低
所
得
家
庭
及
び
中
低
所
得
家

庭
は
、一
定
の
金
額
と
期
間
内
に
就
業
に
よ
っ
て
増
加
さ
れ
た
収
入
は
、

第
四
条
一
項
、
及
び
四－

一
条
一
項
の
一
款
の
家
庭
総
収
入
か
ら
除
外

さ
れ
る
。
最
長
三
年
間
、
審
査
を
経
て
必
要
な
時
に
は
そ
れ
を
一
年
を

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
増
加
す
る
収
入
の
認
定
、
計
算
免
除

の
期
間
及
び
金
額
等
の
規
定
に
関
し
て
は
、
直
轄
市
、
県
（
市
）
主
管

機
関
が
そ
れ
を
定
め
る
。
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④�
第
一
項
の
サ
ー
ビ
ス
措
置
を
受
け
入
れ
な
い
者
、
又
は
受
け
入
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
勤
労
を
拒
否
す
る
者
に
対
し
て
、
直
轄
市
、
県
（
市
）

主
管
機
関
は
扶
助
を
行
わ
な
い
。
ほ
か
の
法
令
に
お
い
て
補
助
に
関
す

る
同
様
の
規
定
が
あ
る
場
合
、重
複
し
て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
五－

一
条

①�

直
轄
市
、
県
（
市
）
主
管
機
関
は
、
低
所
得
家
庭
の
積
極
的
な
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
み
ず
か
ら
民
間
資
源
を
運
用
し
貧
困
を
脱
す
る
た
め

の
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②�

前
項
措
置
に
参
加
す
る
低
所
得
家
庭
に
お
い
て
、
一
定
の
金
額
と
期
間

内
に
措
置
に
よ
っ
て
増
加
さ
れ
た
収
入
及
び
貯
金
は
、
第
四
条
一
項
の

家
庭
の
総
収
入
お
よ
び
家
庭
の
財
産
に
算
入
さ
れ
な
い
。
最
長
三
年

間
、
審
査
を
経
て
必
要
な
時
に
は
そ
れ
を
一
年
間
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
増
加
す
る
収
入
と
貯
金
の
認
定
、
計
算
免
除
の
期
間
及
び

金
額
等
の
制
限
事
項
に
関
し
て
は
、
直
轄
市
、
県
（
市
）
主
管
機
関
が

そ
れ
を
定
め
る
。

第
一
六
条

①�

直
轄
市
、
県
（
市
）
主
管
機
関
は
実
際
の
需
要
及
び
財
力
に
よ
っ
て
、

戸
籍
所
在
地
の
低
所
得
家
庭
又
は
中
低
所
得
家
庭
に
、
次
の
特
殊
項
目

の
救
助
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
、
産
婦
と
乳
児
の
栄
養
補
助
。

　

二
、
託
児
補
助
。

　

三
、
教
育
補
助
。

　

四
、
葬
儀
補
助
。

　

五
、
居
住
補
助
。

　

六
、
出
産
養
育
補
助
。

　

七
、
そ
の
ほ
か
の
必
要
な
補
助
と
サ
ー
ビ
ス
。

②�

前
項
の
救
助
対
象
、
特
殊
盲
目
の
救
助
と
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
申
請
条

件
及
び
手
続
事
項
等
の
規
定
に
関
し
て
は
、
直
轄
市
、
県
（
市
）
主
管

機
関
は
そ
れ
を
定
め
る
。

第
一
六－

一
条

①�

低
所
得
家
庭
の
適
宜
な
住
居
及
び
住
居
環
境
の
世
話
を
す
る
た
め
に
、

下
級
住
宅
主
管
機
関
は
、
以
下
の
住
宅
補
助
措
置
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

一
、�

政
府
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
又
は
民
間
を
奨
励
し
て
建
設
さ
れ
た

経
済
的
、社
会
的
弱
者
の
た
め
の
住
宅
に
優
先
し
て
入
居
さ
せ
る
。

　

二
、
住
宅
賃
金
の
費
用
。

　

三
、
簡
易
の
住
宅
修
繕
費
用
。
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四
、
住
宅
購
入
の
た
め
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
息
。

　

五
、
住
宅
建
築
の
た
め
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
息
。

　

六
、
そ
の
ほ
か
の
必
要
な
住
宅
の
補
助
。

②�

前
項
の
各
款
補
助
資
格
、
補
助
基
準
及
び
そ
の
ほ
か
従
う
べ
き
事
項
の

方
法
に
つ
い
て
、
中
央
住
宅
主
管
機
関
は
、
中
央
主
管
機
関
と
と
も
に

そ
れ
を
定
め
る
。

第
一
六－

二
条

①�

低
所
得
家
庭
及
び
中
低
所
得
家
庭
の
家
族
は
、
国
内
の
公
立
・
私
立
高

等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
籍
す
る
場
合
に
、
授
業
料
及
び
雑
費
の
免
除

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
免
除
の
金
額
、
方
式
及
び
従
う
べ

き
事
項
に
関
し
て
は
、
各
主
管
教
育
行
政
機
関
が
そ
れ
を
定
め
る
。

②�

ほ
か
の
法
令
に
お
い
て
補
助
に
関
す
る
同
様
の
規
定
が
あ
る
場
合
、
重

複
し
て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
一
八
条

①�

以
下
の
状
況
に
あ
る
者
は
、
関
係
証
明
書
を
添
え
て
戸
籍
所
在
地
の
主

管
機
関
に
医
療
補
助
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
、
低
所
得
家
庭
の
傷
病
患
者
。

　

二
、�

重
い
傷
病
を
患
い
、
そ
れ
に
要
す
る
医
療
費
用
を
本
人
又
は
不
要

義
務
者
が
負
担
で
き
な
い
と
き
。

②�

全
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
医
療
給
付
を
受
給
で
き
る
者
は
、
前
項
の

規
定
に
よ
っ
て
医
療
補
助
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
九
条

①�

低
所
得
家
庭
が
全
民
健
康
保
険
に
支
払
う
保
険
費
に
つ
い
て
は
、
中
央

主
管
機
関
が
予
算
を
編
成
し
て
補
助
を
行
う
。

②�

中
低
所
得
家
庭
が
全
民
健
康
保
険
に
支
払
う
自
己
負
担
の
保
険
費
に
つ

い
て
は
、
中
央
主
管
機
関
が
そ
の
二
分
の
一
を
補
助
す
る
。

③�

ほ
か
の
法
令
に
お
い
て
補
助
に
関
す
る
同
様
の
規
定
が
あ
る
場
合
、
重

複
し
て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
一
条

次
の
状
況
の
一
に
合
致
す
る
と
き
は
、
関
係
証
明
書
を
添
え
て
戸
籍
所
在

地
の
主
管
機
関
に
緊
急
支
援
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
家
庭
内
の
者
が
死
去
し
、
そ
の
葬
儀
を
行
う
資
力
が
な
い
者
。

二
、
家
庭
内
の
者
が
、
傷
害
事
件
又
は
重
病
に
遭
遇
し
、
家
庭
生
活
の
維

持
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
と
き
。

三
、
家
庭
の
主
た
る
生
計
を
支
え
て
い
る
者
が
、
失
業
、
失
踪
、
兵
役
、

入
監
等
の
原
因
に
よ
っ
て
仕
事
が
で
き
ず
に
生
活
の
維
持
が
困
難
な
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状
況
に
陥
っ
た
と
き
。

四
、
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
又
は
銀
行
口
座
の
凍
結
な
ど
に
よ
り
、
所

有
財
産
の
即
時
運
用
が
困
難
と
な
り
、
生
活
の
維
持
に
支
障
が
生
じ

た
者
。

五
、
す
で
に
福
祉
項
目
を
申
請
し
た
者
又
は
保
険
給
付
の
審
査
中
に
生
活

が
困
難
に
陥
っ
た
者
。

六
、
直
轄
市
、
県
（
市
）
の
主
管
機
関
の
訪
問
・
評
価
を
経
て
、
そ
の
ほ

か
重
大
な
事
故
に
遭
遇
し
生
活
が
困
難
に
陥
っ
て
、
救
助
の
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
。

第
四
四
条

本
法
に
よ
り
貧
困
者
は
前
掲
の
規
定
に
よ
っ
て
現
金
の
給
付
又
は
補
助
を

受
領
し
う
る
権
利
を
有
す
る
が
、
こ
の
権
利
に
対
し
て
差
押
え
、
譲
与
又

は
担
保
の
設
定
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。


